
第 45回全国ホタル研究大会報告

研究大会の概要

全国ホタル研究会の第 45回大会が平成 24年 5月 18日 ～ 20日 の 3日 間、鹿児島

県霧島市にて、全国ホタル研究会主催、第 45回全国ホタル研究大会鹿児島霧島大会実

行委員会主管、霧島市 。鹿児島県ホタルを育てる会・霧島温泉駅駅前ホタル会・鹿屋市

王子町和田井堰ホタル愛好会・鹿屋市花岡ホタルの里 。鹿屋ホタルと水と緑を守る会・

南大隅町横 ビュー高原ゆめクラブ (滑川校区公民館)。 姶良市加治木町ホタルを育てる

会・姶良市住吉自然保全会ホタル部会 。指宿市ビオ トープてんちの社・鹿児島市花野川

ホタルの里共催、環境省・鹿児島県・鹿児島県教育委員会 。霧島市教育委員会・霧島市

観光協会・エフエム鹿児島 。MBC南 日本放送・NHK鹿 児島放送・KST鹿 児島テ レ

ビ。KKB鹿 児島放送・KYT鹿 児島読売テレビ 。南 日本新聞・読売新聞西部本社・毎

日新聞鹿児島支局・朝 日新聞鹿児島総局 。日本経済新聞鹿児島支局の後援で盛大に開催

され、全国各地から168名 の参加をいただきました。

【1日 目】

15時から「霧島国際ホテル」にて受付が始まり、 16時 よリオリエンテーションが

開催 されました。前田実行委員長の挨拶 と諸連絡の後、 16時 30分 より同ホテル内で、

第一分科会 「自然の中での保護活動」、第二分科会 「増殖 しての保護活動 J、 第二分科会

「ホタルの里・ホタル祭 り」の 3グループに分かれて分科会が行われました。その後バ

スでホテルを出発し、「きりしまホタルの散歩道」でゲンジボタルの飛翔を観察しました。

曇 り空であったため、ひときわ輝きを放つたゲンジボタルを堪能することができました。

また、同散歩道はゲンジボタルの他に、ヘイケボタルや ヒメボタルも飛翔するようで、

参加者は 3種が生虐、する地に関心を示していました。

【2日 目】

同ホテルにて研究大会が開催されました。 9時 30分 より水野副会長の開会宣言に続

き中村会長、前田霧島市長の挨拶の後、来賓の祝辞と紹介がなされ、開会行事が終了し

ました。その後、鹿児島県霧島市立霧島中学校ホタル部 といった会員による9件の研究

発表がありました。研究発表終了後、第 45回総会が開催されました。

総会終了後は、同ホテルにて、実行委員会事務局長の上野武次氏の司会で交流懇親会

が開催 されました。前田実行委員長、中村会長、霧島市役所牧園総合支所の邊田政弘支

所長の挨拶があり、霧島スパヒルズ代表取締役の大橋一郎氏の乾杯で懇親会が始まりま
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鹿児島県霧島市立霧島中学校ホタル部
(左は坂元 陽乃さん、右は佐藤 佑哉くん)

「霧島九面太鼓」和奏グループの演奏        大会旗の受け渡 し

した。ア トラクションとして、「霧島九面太鼓」和奏グループの演奏がありました。奏者

は女性のみのグループであるため、女性ならではの感性が生み出す和太鼓の魅力に深い

感銘を受けました。次期開催地である福岡県北九州市に大会旗の受け渡 しがあり、次期

開催地を代表して北九州市建設局水環境課の田口課長の挨拶が行われました。会員や地

元大会関係者 との親睦を深めることができました。

【3日 目】

霧島観光や鹿児島観光を楽しみ、各自解散となりました。

会  場 :鹿児島県霧島市 霧島国際ホテル

大会 日程 :

5月 18日 (金 )

開会式の様子

第45回全国ホタ元
第45回全国ホタル研究会鹿児烏晟

究大会

雫

「

1ヽ 一_____～
大会旗の受け渡 し

-14-



15:00～ 16:00  受付

16:00～ 16:20  オ リエ ンテーシ ョン

16:30～ 17:20  分科会 第一分科会 「自然の中での保護活動」

第二分科会 「増殖 しての保護活動」

第二分科会 「ホタルの里・ ホタル祭 り」

19:20～ 21:00  ホタル鑑賞

5月 19日 (土 )

8: 50′‐V 9 20  受付

00  研究大会開会式

50  研究発表

10  昼食

00  研究発表

30  第 45回 全国ホタル研究会総会

50  交流懇親会

9: 30-10

10: 10～ 11

11 : 50-13

5月 20日 (日 )

8:00～ 12:00  観光 (霧 島観光、鹿児島観光 )

研究発表 :

①ホタル舞う里 郷土「霧島Jを 目指して 霧島市立霧島中学校ホタル部

②駅前ホタル会の活動について 駅前ホタル会

③地域連携による「ホタルの里」作りについての活動報告

鹿屋市王子町ホタル同好会

④ホタル移植指針とホタル再生・保護運動 ………………………………… 村上 伸弦

⑤400年余の歴史を刻む善光寺用水の改修とホタルを主体とした生き物の保全(I)

⑥資料,文献にみるヘイケボタルの化性とゲンジボタル

三石 暉弥

大内 紘二

井 口 豊⑦長野県辰野町の在来ゲンジボタルの発光パターン

③横浜市におけるゲンジボタルの明滅周期について

～在来個体群と移入個体群の比較～ ………………・ 後藤 好正

⑨東アジアに分布するスジグロベニボタル属 ルゴs`οルε″sホ タルの

外部形態・色彩斑紋変異 と生虐、環境 大場 信義

13:10～ 15

15 : 00′
‐つ16

18: 00-20
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途の選出となる。

その他

①会則第 3条及び第 4条内の 「啓蒙Jは無知な者を教え導くという意味であるため、

「啓発Jに改正してはどうかと会員から提案を受け、了承された。

②会費の未納・滞納は本研究会の財務状況を悪化させるため、今年度より会費未納

者には大会誌及び情報交換誌を発送しないこと、 3年以上の滞納者は退会させる

ことを提案し、了承された.

③第46回 全国ホタル研究大会開催地代表として中村会長が挨拶。

閉会の言葉  近藤副会長が開会の挨拶

(事務局 )

6.

7.

大会開催地より

全国ホタル研究会霧島大会の御礼のことば //

大会実行委員長 前 田 博志 *

今回、全国ホタル研究会第 45回霧島大会が 5月 18日 ～ 20日 の 3日 間開催 され、

北は北海道より南は沖縄までの、会員 250名 の皆様の参加をいただきました。

開催 日までの 1年間、県ホタルの会の打合せ及び霧島観光協会、旅館組合及び市役所、

各社の絶大なる御協力を賜 り、参加 していただいた全国ホタル研究会会員の皆様より大

成功だつたとの言葉を戴きました。

大事なこの場をお借 りいたしまして御礼申し上げますのまた、私達ホタル会及び地域

の皆様方を代表し感謝申し上げます。有難 う御座いました。

*駅前ホタル会

第45回全国ホタル研究会鹿児島霧島大会を開催 して

霧島大会事務局 上野 武次

45回大会は我が鹿児島県ホタルを育てる会においては、歴史に残る大会となりまし

た。

如何に金を使わないで開催するのかを追求したお陰で、赤字はでないで終わることが

できました。大会要綱は霧島市役所のご厚意で印刷機を借 りることができて、自分で印

刷 しました。紙代だけで安くあげることができましたし、カー ドも手作 りしました。一
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部の方の名前が間違っていて、不快な思いをさせて しまって申し訳あ りませんで した。

ホテル関係事務は霧島市観光協会の方々が担っていただき、おかげで心配 もなくできま

した。メールに添付 された名簿 も 10数回作 り替えて本番 を迎えま した。締め切 りを守

っていただいた方が多かったのですが、キャンセル も多 くて、そのたびに名簿の作 り替

えは大変で した。お陰でエクセルの使い方が上手にな りま した。

1日 目の分科会は、司会や進行いただいた実行委員会のみなさんが、工夫 して進めて

いただきま した。「ホタルのタベを中止 したのは何故ですか」 とか、「自然豊かなところ

なのに、どうして ビオ トープを考えるのですかJな どと、いろいろな意見 も飛び出 して、

時間が足 らないほ どの盛 り上が りだつた とい うことが分か りま した。実行委員会で分科

会の進 め方について審議する過程で、「分科会報告は要 らないのか」 とい う指摘があつた

のですが、今までの大会ではないことが多かったのでやめたのですが、あつた方が良か

つたかなと反省 しています。全国の会員 さんか らいただいた意見をまとめて、これか ら

の実践活動に生か していきたい と思いま した。

夜のホタル鑑賞会では、 8時になると飛ばなくな り、止まって光るとい う下野副会長

さんの報告で焦 りま したが、 6台 のホテルのマイクロバスが無事に役割 を果た して 1日

目を終わることができたのはあ りがたいことで した。

研究大会では会員の吉盛 さんが、てきぱきと進行 していただきまい した。アナ ウンサ

ーはいないのですか と本部事務局か ら言われま したが、お金を節約す るためには会員が

やるしかなかったのです。昨年は全国ホタル研究会事務局がベルを準備 されていたので、

持つておいでになると思いこんでいたのが失敗で した。吉盛 さんの機転で 「3分前です」

と口頭で言つていただき うま くいきま した。あ りが とうございま した。画面を指すポイ

ンター も考えに入つていなくつて、途中でホテル側が準備 していただき良かったのです

が、大きな反省材料です。

鹿児島か らの発表は、霧島中学校のホタル部の二人がこれまでを振 り返 りなが ら、地

域の財産を守っている姿が感動的で した。大場先生が南 日本新聞の記者 さんにコメン ト

していただいたのが、新聞に載 りま した。 とても力が出るもので した。

鹿屋の和田井堰ホタル愛好会の和田さんの発表も好評で した。わざわざ来鹿 されてい

た知人の方が大会に参加 され、話を聞かれて帰 られま した。霧島温泉駅前ホタルの会の

隈元 さんの発表は、用水路や周辺の整備 を しなが ら守 り続けているホタルについての報

告で した。前の 日に、ホタルの乱舞を見た所の報告 と言 うこともあつて、みなさんは興

味深 く聞いてい らっ しゃいま した。 ご苦労様で した。全国か らの発表者は馴れた方が多

く議論 もあ り、ちょっと心配 しま したが、矛を収めて くださつてよかつたです。

夜は懇親会で した。進行係 をいろんな方にお願い したのですが、固辞 されたので、事

務局の上野が無手勝流で行いま した。懇親会まで長かつた上に、挨拶 も長い と言 うこと
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で、一部の参加者にいろいろ指摘 されま した。でも、最後まで残っていただいていたの

で、機嫌をなお していただいたので しょう。踊 りにカラオケと盛 り上げていただきま し

て本当に良かったです。

「何回も来ているけど、こんなにぎやかな懇親会は初めてだ。」との言葉 もいただきま

した。 8時頃には、全国ホタル研究会事務局の中山さんの指摘で、北九州市への大会旗

のバ トンパスも無事できま した。

次の 日は、 3台 の観光バスを送るために、霧島市無料駐車場に行ったのですが、なか

なか人数がそろわなかったこともあ り、出発 してか ら愛知の方が見つかつて、えびのに

行 く途中まで車で送っていき、事なきをえました。 しか し、あいにくの空模様で、観光

はままならなかったのではないか と申 し訳なく思つたものです。

大会が終わ り、本部事務局に報告する必要があ り、ゆつくりす る暇なくま とめに追わ

れ ました。赤字 もな く追われたことは うれ しいことで した。県内のいろんな方に 「おめ

でとうございま した。」との言葉をもらい、 うれ しさをかみ しめま した。

参加いただいた全国の皆様、盛 り上げていただきあ りが とうございま した。

第 2分科会 「増殖 しての保護活動」の司会をして

大会副実行委員長 小園 新一

45回全国ホタル研究会鹿児島霧島大会において分科会で発表する機会を得ることが

できました。

地元開催 ということで、当初 「私でなくても他にいるのではJと 感ずると同時に、身

の引き締まる思いをいたしましたc

増殖 しての保護活動ということで、私ども住吉自然保全会ホタル部は、平成 14年か

ら毎年 10月 にホタルの幼虫を放流、 10年間続けてきました。私は部の責任者として、

今まで取り組んできたことを全国のホタル研究者に聞いてもらいそして、意見を頂こう

とまとめ上げ当日を迎える運びとなりました。

ホタル分科会は、 1日 目の午後 4時 30分から午後 5時 20分までの 50分間であり

事前に 27名 の参加申し込みがありましたが、45準備 した椅子が全席埋め尽くされる

程の大人数 となりました。

そして、いよいよ始まり小牧さんの進行のもと鹿児島のホタルの報告がなされていき

ました。活発な意見が出て、なかでも水温管理,幼 虫ふ化後の餌のや り方, 1年子 。2

年子の割合,生壇、地の維持管理などあつとい う間に過ぎ、当初時間配分を心配 しました

が、終わってみれば時間が足 りない程でした。

全国の研究者から、貴重な意見を頂き大いに参考になりました。あらためて日本列島
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は縦長 くその土地 ごとの、風土等があ リホタル もそれぞれの地で生き延びているものだ

と感 じることで した。

そ して、この続 きは 2日 目の交流懇親会です ることにな りま した。 この大会が終 了す

るにあた り私 自身貴重な体験をさせていただき感謝 してお りますc私 自身副実行委員長

として 2年前か ら準備に取 り掛か り、第 1回 か ら第 7回の実行委員会を経て本大会終 了

まで前田実行委員長 を核心 として上野県ホタルを育てる会会長の豊富な知識 。統率力な

らびに協賛の霧島市、後援の霧島市観光協会などの協力の元、第 45回 全国ホタル研究

会鹿児島霧島大会が無事終了す ることができ、鹿児島のホタルを全国の人に見てもらい、

多 くの方々に絶賛を浴びせ られたことは、この大会が成功 したことの証です。 これを機

に今後、県ホタルを育てる会がますます充実発展 し、親睦を深めホタルの住める環境維

持に貢献 していきたい と思います。

第 45回 全国ホタル研究会鹿児島霧 島大会を終わって思った事

川辺 清信*

1.初 日、 5月 18日 、各県毎の受付の担 当にあた り、愛知県の方々には大変 ご迷惑を

お掛けした事を、痛感 しています。

団体 (大 人数)で来 られた方には、一連番号を記入 していれば、スムーズに資料を

渡す ことが出来た事反省 しています。

2.ホ タル観察会を して

観察会は 18日 夜、霧島温泉駅近 くの 「き りしまほたるの散歩道Jで開いた。

地元有志の駅前ホタル会が、住民の理解 を得なが ら、照明や草刈 り等手入れ してい

る箇所で、参加者は里 山を舞 うゲンジボタル の数に 「す ごく多いJ「 きれいJと 感激

された。新燃岳噴火など懸念材料 もあつたが、霧島市の協力を得なが ら大会を無事成

功できたことが一番 うれ しく思います。

全国ホタル研究会名誉会長 の大場信義 さん (神奈川県横須賀市在住)は、「霧島の

ホタルは活発に発光 して、生命力がみなぎつている。中学生の活動は心強いJと たた

えられま した。

3.19日 研究発表は

鹿屋市王子町和田井堰ホタル愛好会な ど地元、研究会員 9組が壇上に上が りま した。

霧島中学校ホタル部 3年生男女 2人が、部の歴 史や地域 ぐるみで観賞す るホタルの夕

べなど、年間活動を紹介。 この子達が大人にな り、次の世代へ と引き継いでいつて く

れ るのだろ うと心強 く又頼 もしく感 じま した。今後 も増殖保護、保護活動を続けてい

きたい とい う決意に、会場の全員が感動 された事 と思います。
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2年前から本格的に準備 してきた鹿児島霧島大会ですが、全国から250人 の参加い

ただきましたの上野県ホタルを育てる会会長始め、前田博志大会実行委員長様、そして

地域の皆様方、大変ご苦労様でした。

*鹿屋市王子町和田井堰ホタル愛好会

大会発表者 より

霧島市立霧島中学校三年 佐藤 佑哉

僕は、 5月 19日 にホタルの全国大会に参加 した。発表の依頼を受けたとき、とても

びっくりした。僕はその発表に行ってよいのかと不安でした。でも発表をするからには、

しつかり練習をしないといけないと思いました。そして発表練習で、難 しかった事があ

ります。それは、声を大きくして読むことができるか、まちがえずに読めるか、発表当

日でみなさんに聞こえるかどうかが自分にとつてはとても難 しかった。でも僕は陽乃さ

んと教頭先生と一緒に発表練習をしました。そして、発表当日前、僕はしっかり言える

かどうか不安でいっばいでした。でも発表途中、みんなに聞こえているか心配でしたが、

しつかり発表することができたのでよかったと思います。そして発表後、校長先生や周

りの人たちにほめられました。そのときはうれ しかつたです。でも少し失敗 したことが

あります。それは一部抜いて発表したことでした。でも最後まで発表できたのでよかっ

たです。できれば発表中は顔を上げて発表すればよかつたと思います。そして僕は取材

を受けてみてとても緊張 しました。取材中は何も言 うことができなかつたのですが、取

材の方から助言されたことを元に説明しました。取材があるならもつと前から考えれば

よかったと今になって後悔 しています。 しかし、取材を受けてよかったことは、自分た

ちがやつている仕事やホタルの大事さを言えたのでよかったです。ホタル全国大会発表

会に参加 してみてこれからの発表で自信をもつて発表できると思いました。 とてもいい

発表をすることができたのでよかったです。

霧島市立霧島中学校三年 坂 元 陽乃

私が 「ホタルの発表会」について依頼を受けたのは、数か月前の放課後のことだった。

依頼を受けたときは、正直すごく驚いた。なぜなら、霧島中ホタル部の代表として 「全

国ホタル研究会」の研究大会に参加できるのだ。 うれ しいとい う気持ちと、しっかりと

発表 しなくてはとい うプレッシャーもあつた。

しかし、私がこの舞台に立つためには克服 しなくてはならないことがあった。それは、

大きな声で堂々とゆっくりと話すことだ。これは、人前で話すときすごく必要なことだ

と思 う。だが、私は今までこれが出来たためしがなかつた。発表練習の中で文節の間に
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斜線 を入れてくりかえし練習をした。 リハーサルで一度全校生徒の前で発表 した後、先

生か ら「良かったよ.Jと い う好評をいただ くことができた。

本番 当日、緊張で心臓 と胃が しめつけられ るよ うだった。会場に行き発表の流れを確

認する。途中で、た くさんの人が 「がんばって下 さいね。」と笑顔で声をかけて くれた。

私達を応援 してきれている人達がいることを知 りとてもうれ しかった。

発表が始まった。少 しだけ緊張 しなが らも練習通 りしようと自分に言いきかせた。発

表では、少 しだけ余ゆ うができ会場 を見渡す ことができた。完全 とは言いがたいが、今

の自分の精一杯のことはできた と思 う。ただ 1つ失敗をい うとした ら、後 もう少 しだけ、

ゆつくりと大きな声でできた らなと思った。

研究大会が終わった後、霧島中にホタル を見に来て下 さつた人がいたそ うだ。 とても

うれ しかった。自分達の取組 を多 くの人に認 めてもらうことができた。私は、「全国ホタ

ル研究大会」に出席す ることができ本当に良かった と思 う。 これか らも、霧島中ホタル

部の一員 として 自信を持つて活動にとりくんでいこうと思 う。

の販売について

研究会誌 (大会誌)第 27号～ 45号          各号とも500円
情報交換誌第 14～ 15。 17・ 19～ 24・ 26～ 34号

各号とも500円
復刻版 「蛍」 原志免太郎著                  looo円
復刻版 「キセルガイの人工飼育」 鈴木重雄著          800円
購入の申込みは事務局まで
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